
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

各コマに
おける

授業予定
気病の治療原則について学ぶ

各コマに
おける

授業予定
局所と全体、時と場所と人により治療法を選ぶについて学ぶ

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

気血津液病の治療原則が説明できる

教科書
配布プリント

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

鍼灸治療の弁証に対する基本治療原則が説明できる

教科書
配布プリント

各コマに
おける

授業予定
本治と標治、同病異治と異病同治について学ぶ

各コマに
おける

授業予定
補虚と瀉実、清熱と温寒について学ぶ

各コマに
おける

授業予定
疏通経絡、補虚瀉実、陰陽平衡について学ぶ

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

鍼灸治療の弁証に対する基本治療原則が説明できる

教科書
配布プリント

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

鍼灸治療の治療原理が説明できる

教科書
配布プリント

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

鍼灸治療の弁証に対する基本治療原則が説明できる

教科書
配布プリント

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

教科書　「新版　東洋医学概論」
プリント配布

1年次に学習した東洋医学概論の基礎知識の習得の確立
国家試験問題の解説・まとめを作成し、問題をといて理解を深める

中医基礎理論・中医診断学で学んだ知識を基本として、弁証論治における治法・治則を理解し、選穴・配穴につなげられるよう
にしていく授業です。1年次に学んだ知識をもう一度しっかり習得しなおし、中医学的治療について学んでください。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

平常評価（中間試験）2０％、経穴試験１０％、期末評価７０％
【課題(Teams復習課題・授業開始時の復習試験のやり直し課題・国家試験過去問題の解説作成）の提出状況は平常点に反
映させる】

中医的治療概念の確立
伝統的な治療法である中医学の治療の概念を理解し、弁証に基づいて組み立てたり応用することが出来るようになることで、３
年次の臨床学の基礎を形成する

担 当 教 員 向井小織
実務経験と

その関連資格

対 象 学 年 ２年生 学期及び曜時限 教室名 講義室

講義

科  目  名 中医治療学Ⅰ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2025

学        科 鍼灸美容学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法



東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

各コマに
おける

授業予定
臓腑病の治療原則のまとめ

各コマに
おける

授業予定
腎病の治療原則について学ぶ

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

第
15
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

鍼灸治療の治療原理・治療原則について説明できる

教科書
配布プリント

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

臓腑病の治療原則について説明できる

教科書
配布プリント

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

各コマに
おける

授業予定
肺病の治療原則について学ぶ

各コマに
おける

授業予定
胃病の治療原則について学ぶ

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

臓腑病の治療原則について説明できる

教科書
配布プリント

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

臓腑病の治療原則について説明できる

教科書
配布プリント

各コマに
おける

授業予定
脾病の治療原則について学ぶ

各コマに
おける

授業予定
肝病の治療原則について学ぶ

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

各コマに
おける

授業予定
気血津液病の治療原則のまとめ

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

臓腑病の治療原則について説明できる

教科書
配布プリント

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

臓腑病の治療原則について説明できる

教科書
配布プリント

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

各コマに
おける

授業予定
津液病の治療原則について学ぶ

各コマに
おける

授業予定
血病の治療原則について学ぶ

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

臓腑病の治療原則について説明できる

教科書
配布プリント

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

気血津液病の治療原則が説明できる

教科書
配布プリント

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

各コマに
おける

授業予定
心病の治療原則について学ぶ

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

気血津液病の治療原則が説明できる

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

気血津液病の治療原則が説明できる

教科書
配布プリント

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書
配布プリント

東洋医学概論の基礎知
識の復習
国家試験問題の解説作
成し、問題をとく


